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新型コロナウイルス感染対策について 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 Ⓒ2017 プロジェクトラブライブ！サンシャイン!! 

 LiSE では、以下の感染対策を行っています。 

 会場の定期消毒 

 常時換気 

 

 新型コロナウイルス感染症の５類感染症移行を受け、今回の学会では、以下の注意

事項を設けさせていただきます。ご不便をお掛けしますが、ご協力のほど、どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 体調が悪い場合、発熱(37.5℃以上)のある場合は、欠席をお願いします。 

 マスクの着用は個人の判断でお願いします。 

 入退場時のアルコール手指消毒をお願いします。 
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第36回日本酸化ストレス学会関東支部会の開催にあたって 
 

 

 

 

 

 

この度、第3６回日本酸化ストレス学会関東支部会を、2023年12月3日（日）に国立医薬品

食品衛生研究所の所在地（川崎市川崎区）でもあります、殿町国際戦略拠点「キングスカイフロ

ント」内で開催させていただきます。 

本会は、活性酸素や酸化ストレスに関する国際的な学術団体であるSociety for Free 

Radical Research Internationalの日本支部である日本酸化ストレス学会の関東地区の

支部会として毎年開催しております。今回の主催テーマは「基礎と臨床を結ぶ酸化ストレス化

学」であり、酸化ストレス、フリーラジカル、活性酸素などの共通のキーワードをもとに最新の

研究成果を発表することを目的としています。基礎から臨床まで、幅広い分野の研究者が集い、

特に若手の研究者の活躍の場としても位置付けております。また、一般演題発表、特別講演、

シンポジウム、教育講演など、様々な形式でのプレゼンテーションの開催が予定されておりま

す。卓越した業績を挙げられている講演者をお呼びするとともにさらに、殿町国際戦略拠点

「キングスカイフロント」からの世界への発信にも力を入れ、世界へ活躍される研究者が集い、

切磋琢磨する場となることを目指しております。このように様々な分野の学生や研究者の皆様

がご満足いただけるよう、幅広い視野をもって本大会を運営して参ります。 

本会を通じて日本における酸化ストレス研究が進歩し、基礎研究から臨床研究、行政への架

け橋となり、社会的な貢献ができるものと確信しております。 

末筆ではございますが、皆様の益々のご健勝を心よりお祈り申し上げます。 

 

 

 

第３６回日本酸化ストレス学会関東支部会 

大会長 大野 彰子 
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会場 

LiSE川崎生命科学・環境研究センター （神奈川県川崎市川崎区殿町3-２５-１３） 

 

アクセス 
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会場へのアクセス方法 

電車 でお越しになる場合 

 京急川崎駅から京急大師線で「小島新田」駅下車後、徒歩 15 分 

 

バス でお越しになる場合 （次ページに時刻表を掲載しております） 

 川崎駅前発 

 臨港バス「浮島バスターミナル」行き（川 03 系統） 

川崎駅前（東口バスターミナル 16 番のりば）から約 23 分 

「キングスカイフロント入口」下車すぐ 

 臨港バス「浮島橋」行き （快速・急行） 

川崎駅前（東口バスターミナル 20 番のりば）から約 18 分 

「キングスカイフロント入口」下車すぐ 

 

 天空橋駅前発 

 臨港バス「大師橋駅前」行き及び「浮島バスターミナル」行き 

天空橋駅前（バスターミナル 4 番のりば）から約 8 分  

「キングスカイフロント西」下車すぐ 

 

タクシー でお越しになる場合 

 JR 川崎駅（東口・西口タクシーのりば）から約 30 分 

 京急小島新田駅（タクシーのりば）から約 5 分 

 迎車連絡先 

 川崎タクシー 044-244-7222 

 京浜交通 044-244-2288 

 平和交通 044-244-8181 

 飛鳥交通 0570-075-770 

 

お車 でお越しになる場合 

 以下の駐車場がご利用いただけます 

 LiSE 会場 （無料） 

 来客用 9 台分 （駐車可能区画は学会 HP「アクセス」よりご確認ください） 

 東急 REI ホテル （有料） 

 1 時間 200 円 （日中 8 時〜22 時まで最大 1000 円） 
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 川崎駅前 ⇄ キングスカイフロント入口 

 

 

 天空橋駅前 ⇄ キングスカイフロント西 
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 川崎駅前 バス停 

 

 
 天空橋駅前 バス停 

 
 

 キングスカイフロント内 バス停 

京急 川崎駅 

至川崎 
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大会長 大野 彰子 （国立医薬品食品衛生研究所） 

大会テーマ 基礎と臨床を結ぶ酸化ストレス化学 

会期 2023年12月3日（日） 

会場 LiSE 川崎生命科学・環境研究センター 

参加費 日本酸化ストレス学会 会員 3,000円 

  非会員 5,000円 

  学生 無料 

参加受付 8時15分から開始します。 

参加証 当日会場受付にて、お渡しします。 

クローク ございません。お荷物は各自で管理いただきますようお願いいたします。 

教育講演・特別講演・小シンポジウム 

演者の方は、ご自身のPCまたは大会事務局で用意したPC（Win/Mac）で

発表をお願いいたします。プロジェクターとの接続はHDMI形式のみに対応

いたしますので、PCとの接続に必要なアダプターは、各自ご準備をお願いい

たします。（アダプターをお持ちでない場合は、事務局へご連絡をください） 

一般演題発表 口頭発表（フラッシュトーク、2分）＋ポスター発表（90分）で行います。 

1)フラッシュトーク原稿 

事前にスライド原稿をお送りいただいた上で、大会事務局で用意したPCで

発表をお願いいたします。そのため、下記の要項に従い、スライド原稿を

2023年11月28日（火）までにメールで大会事務局（E-mail: 36th-

sfrrjkb@nihs.go.jp）宛にご送付ください。 

 スライド原稿は PDF形式 でご送付ください。 

 ワイドサイズ（16:9）で作成し、スライド内に演題番号を入れてください。 

 利益相反（COI）開示スライドを最後のページに入れてください。 

 メールの件名は「演題番号_氏名」としてください。 

2)ポスター原稿の貼付、掲示および撤去 

下記の要項に従い、ポスター原稿の準備、ならびに当日の貼付／撤去作業を

お願いいたします。 

 ポスターパネルのサイズは、幅90cm×高さ180cmです。A0サイズ（幅

84.1cm×高さ118.9cm）に対応しています。 

 ポスター原稿には演題名、発表者名、共著者名、所属の掲載を含めてく

ださい。なお、発表者名には○印の記載をお願いいたします。 

 演題番号(縦15cm×横20cm)は事務局にて用意します。 

 ポスターパネルに両面テープおよび画鋲を用意しておりますので、各自

で貼付をお願いいたします。 

 ポスターの貼付時間は8:15〜8:45、掲示時間は8:45〜12:00、撤去

時間は12:00〜12:15です。指定の時間内にポスターの貼付／撤去を

お願いいたします。なお、指定時刻を過ぎて掲示してあるポスターは事

務局にて廃棄処分します。 
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役員会（幹事会） 12時からモトヤエクスプレス・フォルテ（LiSE 1階 大会議室に隣接）内で行い

ます。 

イブニングセッション および イブニングフォーラム （軽食付き） 

 16時30分の小シンポジウム2から開催予定です。 

ランチョンセミナー 

昼食時（12時30分～13時10分）にランチョンセミナーを開催いたします。

ランチョンセミナーにご参加の方にはお弁当をご用意しておりますが、数に

限りがございますので、あらかじめご了承ください。なお、聴講のみも可能で

す。 

無線LAN ございません。インターネット接続環境については各自ご準備ください。 

会場内の注意事項 

 演者の許可なしに、写真撮影・録画はご遠慮ください。 

 会場内では携帯電話およびスマートフォンの電源をオフにするか、マナ

ーモードにしていただけますようご協力をお願いいたします。 

 会場および敷地内は禁煙です。 

 会場に入られましたら、必ず非常口をご確認ください。 

問い合わせ先 第36回日本酸化ストレス学会関東支部会事務局 

 大会長 大野 彰子 

 〒210-9501 神奈川県川崎市川崎区殿町3-25-26 

 E-mail: 36th-sfrrjkb@nihs.go.jp 

会場内案内図 

 本会場の前方入口は、演題発表が開始次第、扉を閉めさせていただきます。 
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2023年12月3日（日） 

LiSE川崎生命科学・環境研究センター 

8:45～9:00 

(15 分) 

開会の辞 

李 昌一 （日本酸化ストレス学会関東支部 支部長、神奈川歯科大学 教授） 

大会長挨拶 

大野 彰子(国立医薬品食品衛生研究所 安全性予測評価部 主任研究官） 

9:00～12:00 一般演題発表 
 

(180 分) フラッシュトークセッション（90 分） 

 発表者ごとに 2 分 (+入れ替え 1 分) × 25 名 

 グループ 2 と 3 および 3 と 4 の間にそれぞれ休憩を 5 分設けます 

 終了後、ポスター会場（大会議室後方）へ移動をお願いします 

ポスターセッション（90 分） 

12:00～12:30 

(30 分) 

休憩 12:00〜 

役員会（幹事会） @モトヤエクスプレス・フォルテ内 

12:30～13:10 ランチョンセミナー （提供： JEOL） 
 

(40 分) 「ラジカルを検出する装置：ESR のご紹介 ～ESR は難しいの‘誤解'を

解く ～」 

中井 由実 （日本電子株式会社 NM 事業ユニット NM アプリケーション部(ESR)） 

(10 分) 休憩  

13:20～14:00 教育講演 座長： 小島 肇 

(40 分) 「動物実験代替法の開発と酸化ストレス」 

足利 太可雄 （国立医薬品食品衛生研究所 安全性予測評価部 室長） 

(10 分) 休憩  

14:10～15:00 特別講演 座長： 福原 潔 

(50 分) 「酸化ストレスに強くなるコーヒーの薬理学」 

岡 希太郎 （東京薬科大学 名誉教授） 

(10 分) 休憩  

15:10～16:10 小シンポジウム 1  座長： 土肥 謙二 ・ 平山 暁 

(60 分) 「今注目されている疾患と酸化ストレスの最前線 ～気候変動や高齢化に

より注目されている疾患や治療法と酸化ストレスの関与～」 

S1-1 「心肺停止後症候群に対する水素吸入療法」  

鈴木 昌 （東京歯科大学教授、市川総合病院救急科部長、 

慶應義塾大学水素治療開発センター特任教授） 

S1-2 「熱中症の基礎と臨床について」  

鈴木 恵輔 （昭和大学 医学部 救急・災害医学講座 助教） 

S1-3 「歯周病予防・治療における ESR 唾液検査の臨床展開」 

李 昌一 （神奈川歯科大学 社会歯科学系健康科学講座災害歯科学分野 教授） 
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(20 分) 休憩  

16:30～17:30 イブニングセッション 

小シンポジウム 2 

座長： 三浦 ゆり ・ 石井 雄二 

(60 分) 「ナノマテリアルの安全性評価における酸化ストレスの意義」 

S2-1 「ナノマテリアルの安全性評価における国際動向」  

大野 彰子 （国立医薬品食品衛生研究所 安全性予測評価部 主任研究官） 

S2-2 「ナノマテリアルの遺伝毒性評価とそのメカニズムの解析」 

戸塚 ゆ加里 （日本大学薬学部 環境衛生学研究室 教授） 

S2-3 「ナノマテリアルによる好中球細胞外トラップ形成と酸化ストレス」 

福原 潔 （昭和大学薬学部 基礎薬学講座 医薬化学部門 教授） 

17:40～18:00 

(20 分) 

授賞式 

松本 謙一郎 (国立研究開発法人 量子科学技術研究開発機構 グループリーダー) 

閉会の辞 

大野 彰子 (国立医薬品食品衛生研究所安全性予測評価部 主任研究官） 

(10 分) 休憩 

18:00～19:15 イブニングフォーラム 

(75 分) 開催の辞 

小澤 俊彦 （SFRRJ 関東支部 代表幹事、日本薬科大学 客員教授） 

閉会の辞 

李 昌一 （日本酸化ストレス学会関東支部 支部長、神奈川歯科大学 教授） 
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グループ1 

 

P1-1 NADH‐リボフラビン系で発生するスーパーオキサイド 

 

○杉田 倫香
す ぎ た  り ん か

、永瀬 翠、山本 順寛、藤沢 章雄 

東京工科大学 応用生物学部 

 

 

P1-2 Fenton反応系で発生する一重項酸素 

 

○清水 里乃
し み ず  り の

、川口 紗菜、山本 順寛、藤沢 章雄 

東京工科大学 応用生物学部 

 

 

P1-3 電子スピン共鳴（ESR）法を用いた光安全性試験法「改良ESR-PT」の開発 

 

○樋下 万純
ひのした  ますみ

1）、阿部 高之2）、前田 洋祐3）、武吉 正博3） 

1） 一般財団法人化学物質評価研究機構大阪事業所、2） 一般財団法人化学物質評価研究機

構東京事業所、3） 一般財団法人化学物質評価研究機構安全性評価技術研究所 

 

 

P1-4 角層カルボニルタンパク質は光増感反応を介して酸化反応を促進する 

 

○正木 仁
まさき ひとし

、佐藤由紀、水谷多恵子、岡野由利 

株式会社ＣＩＥＬ 

 

 

グループ2 

 

P2-1 ミトコンドリアH2O2産生系により誘導されるマイトファジーの解析 

 

○藤川 雄太
ふじかわ  ゆうた

1）、渡邉 栄太1）、太田 胡桃1）、池谷 知美1）、椎葉 一心2）、柳 茂2）、井上 英史1） 

1） 東京薬大・生命、2） 学習院大・理 
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P2-2 酸化傷害を介した神経突起変性におけるCa2+とミトコンドリア動態の関連につ

いて 

 

○芳賀 一樹
ほ う が  か ず き

、涌澤 充、福井 浩二 

芝浦工業大学大学院 理工学研究科 システム理工学専攻 

 

 

P2-3 UVA曝露線維芽細胞内ミトコンドリアユビキチンリガーゼの減少はミトコンドリア

由来活性酸素によって引き起こされる 

 

○勝山 雄志
かつやま  ゆうし

 

株式会社ＣＩＥＬ 

 

 

P2-4 糖脂質ガングリオシドはT細胞による抗腫瘍免疫を抑制する 

 

○永根 大幹
な が ね  ま さ き

1、2）、宮本 貴祥1）、坂口 舞音1）、 

古川 玲美1）、岡本 まり子1）、山下 匡1） 

1） 麻布大学獣医学部、2） 麻布大学 ヒトと動物の共生科学センター 

 

 

P2-5 平面型カテキン誘導体を用いた癌細胞抑制効果の検討 

 

○伊藤 紘
いとう ひろむ

1）、荘司 好美1、2）、松本 謙一郎2）、福原 潔3）、中西 郁夫1） 

1） 国立研究開発法人量子科学技術研究開発機構 量子生命科学研究所、2） 国立研究開発法

人量子科学技術研究開発機構、放射線医学研究所、3） 昭和大学 薬学部 

 

 

グループ3 

 

P3-1 超音波を用いたサルコペニア予防法の開発 〜酸化ストレスの観点から〜 

 

○丹羽 良介
にわ  りょうすけ

1)、市川寛1)、南山幸子2)、秋山いわき3) 

1） 同志社大学大学院 生命医科学研究科 医生命システム専攻、2） 京都府立大学大学院 

生命環境科学研究科、3） 同志社大学大学院 生命医科学研究科 医工学・医情報学専攻 
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P3-2 超音波照射による線虫の酸化ストレス耐性獲得メカニズムに関する研究 

 

○市川 寛
いちかわ ひろし

、平井 三四郎、秋山 いわき 

同志社大学大学院生命医科学研究科 

 

 

P3-3 細胞膜リン脂質を標的とした薬剤性肺障害の新規治療法の探索 

 

○冨塚 祐希
とみつか  ゆうき

、桑田 浩、原 俊太郎 

昭和大学薬学部 社会健康薬学講座衛生薬学部門 

 

 

P3-4 活性酸素種（ROS）によるポリフェノールの骨格筋細動脈血流への影響 

 

○廣木 健登
ひ ろ き  け ん と

、 越阪部 直美 

芝浦工業大学大学院 理工学研究科 システム理工学専攻 

 

 

P3-5 Amyloid β誘導細胞死のX線照射による抑制 

 

○新田 友香
に っ た  ゆ う か

１）、中村 祐輝２）、梅田 知伸１）、小林 芳子１）、加藤 真介１） 

１） 横浜薬科大学・放射線科学研究室、２） 横浜薬科大学・薬学教育センター 

 

 

P3-6 アミロイドβの神経毒性を抑制する新規ペプチドの開発 

 

○福原 潔
ふくはら きよし

1）、 沖山 佳生2）、三澤 隆史2）、水野 美麗1）、出水 庸介2）、柴沼 質子1）、大野 彰

子2） 

1） 昭和大学薬学部、2） 国立医薬品食品衛生研究所 

 

 

P3-7 新規活性酸素種消去剤の薬剤活性の検討 

 

○西中 瑶子
にしなか  ようこ

１、2）、小森 美郷１、2）、加瀬 直也１）、丹羽 明１）、斎藤 潤１）、青木 涼平３、4）、横山 史

織3）、小松 知子5）、荒井 俊之6）、牧野 圭祐7）、李 昌一3） 
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１） 京都大学iPS細胞研究所臨床応用研究部門、2） 京都大学大学院医学研究科人間健康科学

系専攻、3） 神奈川歯科大学社会歯科学講座災害歯科学分野、4） 九州保健福祉大学大学院医

療薬学研究科、5） 神奈川歯科大学全身管理歯科学講座障害者歯科学分野、6） 田辺中央病院、

7） 京都大学 

 

 

P3-8 新規活性酸素種消去剤BisEp-C3による細胞障害緩和効果 

 

○小森 美郷
こ も り  み さ と

１、2）、西中 瑶子１、2）、加瀬 直也１）、丹羽 明１）、斎藤 潤１）、青木 涼平３、4）、横山 史

織3）、小松 知子5）、荒井 俊之6）、牧野 圭祐7）、李 昌一3） 

１） 京都大学iPS細胞研究所臨床応用研究部門、2） 京都大学大学院医学研究科人間健康科学

系専攻、3） 神奈川歯科大学社会歯科学講座災害歯科学分野、4） 九州保健福祉大学大学院医

療薬学研究科、5） 神奈川歯科大学全身管理歯科学講座障害者歯科学分野、6） 田辺中央病院、

7） 京都大学 

 

 

グループ4 

 

P4-1 システイン徐放ナノ粒子（1）：敗血症性ショックモデルにおける寿命延長効果 

 

○甲田 優太
こ う だ  ゆ う た

、長崎 幸夫 

筑波大数理物質 

 

 

P4-2 システイン徐放ナノ粒子（2）：非アルコール性脂肪肝炎における酸化ストレスと脂

肪蓄積抑制の効果 

 

○甲田 優太
こ う だ  ゆ う た

、長崎 幸夫 

筑波大数理物質 

 

 

P4-3 虚血性脳卒中に対する高分子ラジカル消去剤の開発 

 

○丸島 愛樹
まるしま  あいき

1）、長崎 幸夫2）、Arnela Mujagić1）、文 淞湖1）、細尾 久幸1）、渡邉 真哉1）、石

川 栄一1）、松丸 祐司1） 

1） 筑波大学医学医療系 脳神経外科、2） 筑波大学数理物質系 
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グループ5 

 

P5-1 オルガネラ特異的な鉄動態制御を目指した鉄キレート剤の開発 

 

○山田 侑奈
や ま だ  ゆ う な

、林 良雄、藤川 雄太 

東京薬科大学生命科学研究科 

 

 

P5-2 磁性化NK細胞を用いた新規養子免疫細胞療法の検討 

 

◯篠原 駿人
しのはら  はやと

1）、永根 大幹1、2）、兼古 憲生1）、荻原 喜久美3）、山下 匡1） 

1） 麻布大学獣医学部、2） 麻布大学 ヒトと動物の共生科学センター、3） 麻布大学生命・環境

科学部病理学研究室 

 

 

P5-3 ミトコンドリア呼吸鎖超複合体中のCoQ10定量手法の確立と応用 

 

○菅原 響介
すがわら きょうすけ

、佐藤 誠治、藤沢 章雄、 

山本 順寛、加柴 美里 

東京工科大学 応用生物学部 

 

 

P5-4 ポリフェノール類のRedox特性の検証〈8〉 

 

○平畠 千会
ひ ら は た  ち え

1）、廣木 健登1）、伏見 太希2）、藤井 靖之3）、越阪部 奈緒美1、2） 

1） 芝浦工業大学大学院 理工学研究科 システム理工学専攻、2） 芝浦工業大学大学院 理工学

研究科 機械制御システム専攻、3） 芝浦工業大学 SIT総合研究所 

 

 

P5-5 量子化学計算を用いたフラボノイドのレドックス特性の検証 

 

○伏見 太希
ふ し み  た い き

1）、平畠 千会1）、廣木 健登1）、新村 大地1）、小林 育朗1）、藤井 靖之2）、越阪部 

奈緒美1） 

1） 芝浦工業大学 理工学研究科、2） 芝浦工業大学 SIT総合研究所 

 




